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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
母
校
の
た
め

に
、
物
心
両
面
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
変
異
を
繰
り
返
し
幾
度
も
大
き

な
感
染
の
波
と
な
っ
て
私
た
ち
の
日
常
生

活
を
襲
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
終
息
す
る
気
配
を
見
せ
ず
、
こ
れ
ま
で

当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
学
校

生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
始
・
終
業
式
は
密
を
避
け
る
た
め
に

体
育
館
に
集
合
せ
ず
、
教
室
に
て
放
送
や

ラ
イ
ブ
映
像
配
信
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

双
蝶
祭
や
二
学
年
の
研
修
旅
行
と
い
っ
た

高
校
時
代
の
大
切
な
思
い
出
と
な
る
行
事

も
残
念
な
が
ら
期
間
を
短
縮
し
、
内
容
を

変
更
し
て
実
施
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
授
業
に
お
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
で
意

見
交
換
を
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
発
表

し
た
り
す
る
対
話
的
な
学
び
の
機
会
が
減

り
、
町
に
出
て
地
域
の
方
か
ら
お
話
を
聞

く
探
究
活
動
も
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
会
や
ク
ラ
ブ
も
活
動
を
制
限
さ
れ
、

友
人
や
先
輩
・
後
輩
と
触
れ
合
い
、
語
り

合
う
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
美
須
々
の
心
、
自
主
・
自
律
の

精
神
、
素
晴
ら
し
い
学
校
文
化
が
受
け
継

が
れ
て
い
か
な
く
な
る
の
で
は
と
危
惧
し

て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
と
交
流
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
双
蝶
祭
の
豚
汁

サ
ー
ビ
ス
や
学
校
整
備
共
同
作
業
、
同
窓

生
を
お
招
き
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
と

い
っ
た
活
動
も
、
こ
こ
数
年
実
施
で
き
て

お
ら
ず
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
す
が
、

信
州
大
学
や
地
域
と
連
携
し
た
学
習
活
動

は
少
し
ず
つ
進
展
し
て
お
り
ま
す
。
経
法

学
部
の
「
租
税
教
室
」、
理
学
部
の
「
サ
イ

エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」
で
は
、
生
徒
が
信
大
に

行
き
、
学
生
た
ち
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
大
学
の
先
生
の
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
校
内
で
は
、
医
学
部
保
健
学
科
か
ら

先
生
と
学
生
を
教
室
に
お
招
き
し
て
「
性

に
関
す
る
学
習
」
を
実
施
、
留
学
生
と
の

「
交
流
会
」
も
開
催
し
ま
し
た
。
家
庭
科
で

は
、
地
域
の
マ
マ
の
働
き
方
応
援
隊
と
連

携
し
て
「
赤
ち
ゃ
ん
先
生
」
を
実
施
、
抱

い
た
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
命
の
重
さ
を
学
び
ま

し
た
。
科
学
部
で
は
、
生
徒
が
先
生
と
な

り
「
こ
ど
も
科
学
教
室
」
を
開
催
、
実
験

を
と
お
し
て
小
学
生
に
科
学
の
不
思
議
さ

楽
し
さ
を
一
生
懸
命
伝
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
生
徒
と
教
職

員
が
創
意
工
夫
し
、
美
須
々
の
素
晴
ら
し

い
学
校
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、
地
域
の

教
育
力
を
活
用
し
た
多
様
な
学
び
を
展
開

し
、
地
域
と
と
も
に
愛
さ
れ
続
け
、
発
展

し
て
い
く
学
校
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
信
大
の
先
生
や
地
域
で
活
躍

さ
れ
る
方
々
を
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
小
林

会
長
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
を
苦
し
め
た
コ
ロ
ナ
も
、
三
年

目
に
し
て
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
松
本

市
に
お
い
て
も
、
経
済
を
止
め
ず
に
コ
ロ

ナ
と
向
か
い
合
う
機
運
が
高
ま
り
、
ト
ン

ネ
ル
の
出
口
が
見
え
て
来
た
気
が
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
二
〇
二
〇
年
春
入
学
の
生
徒

た
ち
は
、
高
校
生
活
の
殆
ど
を
コ
ロ
ナ
禍

で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
、
学
業
の
こ
と
、

身
体
や
心
の
ケ
ア
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
母

校
へ
顔
を
出
す
と
、
元
気
な
挨
拶
を
返
し

て
く
れ
安
心
し
ま
す
が
、
生
徒
も
先
生
方

も
疲
れ
切
っ
た
三
年
間
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
少
し
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

コ
ロ
ナ
で
得
た
新
し
い
生
き
方
、
過
ご
し

方
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
私
た
ち
は
、
Ｉ
Ｔ
に
強
く
な

り
ま
し
た
。
私
も
含
め
今
ま
で
パ
ソ
コ
ン

と
縁
の
遠
か
っ
た
人
た
ち
が
z
o
o
m
ア

プ
リ
を
入
手
し
、
リ
モ
ー
ト
会
議
に
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
の
役
割
は
増

す
ば
か
り
で
す
が
、
人
と
会
え
な
い
、
自

由
に
話
も
で
き
な
い
状
態
の
中
で
、
私
た

ち
高
齢
者
も
恥
を
忍
び
な
が
ら
ス
マ
ホ
の

使
い
方
を
学
び
、
指
の
動
き
も
堂
に
入
っ

て
来
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
旅
行
の
仕
方
も
変
わ
り
ま
し

た
。
海
外
は
ダ
メ
、
国
内
も
混
雑
を
避
け

て
の
場
所
選
び
と
な
り
ま
し
た
。
国
の
旅

行
支
援
策
も
、
信
州
割
や
地
域
限
定
割
、

全
国
旅
行
支
援
と
広
が
り
、
じ
っ
と
我
慢

し
て
い
た
家
籠
り
状
態
か
ら
も
解
放
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
も
妻
と
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
信
州
を
決
め

込
み
、
今
ま
で
行
け
そ
う
で
行
け
な
か
っ

た
近
場
の
名
所
を
満
喫
し
ま
し
た
。
戸
隠

神
社
の
五
社
巡
り
。
霊
山
・
戸
隠
山
の
麓

に
創
建
さ
れ
た
二
千
年
の
歴
史
を
刻
む
神

社
。
樹
齢
四
百
年
を
超
す
杉
の
巨
木
の
参

道
を
、
宝
光
社
・
火
之
御
子
社
・
中
社
・

九
頭
龍
社
・
奥
社
の
順
に
、
途
中
の
鏡
池

で
は
水
面
に
戸
隠
山
が
映
り
、
絶
景
を
写

真
に
収
め
ま
し
た
。
戸
隠
そ
ば
も
絶
品
で

し
た
。

　

実
は
、
諏
訪
大
社
に
も
参
拝
し
て
お
ら

ず
、
そ
ち
ら
も
上
社
の
前
宮
・
本
宮
、
下

社
の
秋
宮
・
春
宮
と
巡
り
ま
し
た
。
そ
そ

り
立
つ
御
神
木
に
霊
気
を
感
じ
、
木
遣
り

や
勇
壮
な
木
落
し
の
情
景
が
浮
か
び
ま
し

た
。
帰
り
に
は
ウ
ナ
ギ
の
銘
店
で
の
舌
鼓

も
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
得
た
も
の
、
家
族
へ
の
思
い

や
り
も
そ
の
ひ
と
つ
。
我
が
家
は
八
人
家

族
の
大
所
帯
。
高
齢
の
母
と
長
男
夫
婦
に

三
人
の
孫
が
同
居
し
て
い
ま
す
。
ご
多
分

に
漏
れ
ず
家
庭
内
感
染
の
試
練
に
さ
ら
さ

れ
ま
し
た
が
、
隔
離
作
戦
が
功
を
奏
し
、

母
に
は
う
つ
さ
ず
済
み
ま
し
た
。
大
変
で

し
た
が
、
家
族
の
絆
は
深
ま
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
は
、
人
類
へ
の
警
告
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
中
国
の
動
向
、
非
資
源
国
の
日
本
の
運

命
も
気
に
な
り
ま
す
が
、「
明
け
な
い
夜
は

な
い
」
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
言
葉
を
信
じ
、

足
元
の
活
動
を
再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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史
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令
和
四
年
度
定
期
総
会
を
六
月
十
八
日

（
土
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
関
係
者
の
健
康
・
安
全
を
考

慮
し
、
諸
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

提
出
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
理
事
の

皆
様
の
了
承
の
も
と
、
書
面
で
の
ご
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

尚
、
感
染
者
数
が
減
少
し
状
況
が
落
ち

着
い
て
き
た
時
期
に
、
来
年
度
の
総
会
開

催
に
向
け
て
の
準
備
活
動
と
し
て
「
拡
大

役
員
会
」
を
開
催
し
、「
理
事
会
に
お
け
る

承
認
事
項
」
の
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

役　職 氏　名 卒業年
顧　　問 銭　坂　明　尚 昭和 22
　〃　 福　島　昭　子 昭和 26
　〃　 中　村　一　郎 昭和 37

顧問（校長） 志　津　　　享
参　　与 山　元　秀　泰 昭和 47
　〃　 中　川　博　司 昭和 52

会　　長 小　林　磨　史 昭和 48
副 会 長 百　瀬　富貴子 昭和 45
　〃　 大　沢　千　尋 昭和 46
　〃　 須　澤　　　稔 昭和 54

副会長（事務局長） 瀬　川　久　幸 昭和 55
副 会 長 石　田　さち子 昭和 56

副会長（教頭） 三　輪　元　子
常任理事 大　林　好　矩 昭和 28
　〃　 山　田　悦　生 昭和 42
監　　事 松　本　武　子 昭和 47
　〃　 小　野　伸　二 昭和 61
会　　計 原　　　元　士 昭和 50

会計（事務長） 小　林　陽　子
理　　事 三　輪　尚　弘 昭和 41
　〃　 北　平　聖　子 昭和 43
　〃　 中　村　俊　春 昭和 46
　〃　 堤　　　典　義 昭和 52
　〃　 中　村　ひとみ 昭和 57
　〃　 田　村　義　夫 平成 3
　〃　 青　柳　浩一郎 平成 3
　〃　 大　野　一　夫 平成 3
　〃　 田　島　　　学 平成 3
事 務 局 住　田　慶　子 昭和 37
　〃　 横　田　麗　子 昭和 43
　〃　 逢　澤　幸　子 昭和 45
　〃　 滝　沢　愛　子
学校職員 井　原　通　夫 昭和 53
　〃　 長谷川　美　穂 平成 元
　〃　 栗　田　典　定

令和４年度母校支援の状況　　12月１日現在

	 美須々ケ丘セミナー負担金

	 「朝日けんさくくん」利用料補助

「アクティブラーナー」利用料補助

	 製氷機メンテナンス（体育研究室）

	 エアコン設置（生徒指導室）

	 カーテン取付（被服室）

小林磨史	会長挨拶志津　享	校長挨拶

中川博司県議による乾杯の発声

福島昭子	元会長挨拶 小林陽子	事務長の
報告

大林好矩	常任理事ヴィオラ伴奏
三輪元子	教頭指揮の校歌斉唱

次年度幹事学年（H5）代表挨拶
（S58は欠席）

間隔を空けた席での懇親会

令
和
４
年
度
同
窓
会
定
期
総
会
の
開
催
を
中
止
と
し
「
拡
大
役
員
会
」
を
開
催

令和４年度令和４年度
松本美須々ケ丘高等学校同窓会 役員名簿松本美須々ケ丘高等学校同窓会 役員名簿
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令和３年度　松本美須々ケ丘高等学校同窓会　収入支出決算書

１　収入の部 単位：円
科　　　目 予　算　現　額

収入済額 差　　額 摘　　　要項 目 節 当初 補正増減 計
１会　費 １会　費 6,060,000 0 6,060,000 5,335,288 △ 724,712

１新入生会費 1,420,000 0 1,420,000 1,425,000 5,000 新入生　284人×5,000円　転入生１人5,000円
２卒業生会費 2,640,000 0 2,640,000 2,630,000 △ 10,000 卒業生　263人×10,000円（１名転出）
３会員会費 2,000,000 0 2,000,000 1,280,288 △ 719,712 会員704人×2,000円（手数料 127,712円）

２諸収入 １諸収入 217,000 0 217,000 155,325 △ 61,675
１預金利息・寄付 1,000 0 1,000 15,925 14,925 預金利息　寄付
２記念誌・名簿代 16,000 0 16,000 9,400 △ 6,600 百周年記念誌、会員名簿販売代金
３マイクロバス使用料 200,000 0 200,000 130,000 △ 70,000 5,000円×26回

３繰入金 １繰入金 １繰入金 960,000 0 960,000 960,000 0 同窓会基金より（教員用ＰＣ代）
４繰越金 １繰越金 １繰越金 2,223,000 0 2,223,000 2,223,576 576 前年度繰越金

合　　　計 9,460,000 0 9,460,000 8,674,189 △	785,811

２　支出の部 単位：円
科　　　目 予　算　現　額

支出済額 予算残額 摘　　　要項 目 節 当初 補正増減 計
１活動費 8,460,000 0 8,460,000 6,251,541 2,208,459

１事務費 1,440,000 0 1,440,000 869,181 570,819
１賃金 1,000,000 0 1,000,000 499,690 500,310 事務局職員賃金
２需用費 100,000 0 100,000 42,215 57,785 消耗品購入等

３役務費 250,000 13,577 263,577 257,374 6,203 ホームページ運営費　郵送料
インターネット利用料　電話料等

４使用料 90,000 △ 13,577 76,423 69,902 6,521 ホームページサーバ使用料等
２会議費 220,000 0 220,000 0 220,000

１旅費 50,000 0 50,000 0 50,000
２需用費 50,000 0 50,000 0 50,000
３負担金補助交付金 120,000 0 120,000 0 120,000

３総会費 100,000 0 100,000 77,550 22,450
２需用費 100,000 0 100,000 77,550 22,450 総会中止新聞広告代

４母校援助費 3,590,000 0 3,590,000 2,589,554 1,000,446

１需用費 480,000 0 480,000 276,149 203,851
高校野球応援広告（１紙）　R2卒業アルバ
ム（同窓会用）　マイクロバス車検整備
タイヤ交換　コピー用紙

２役務費 300,000 0 300,000 149,800 150,200 マイクロバス自賠責・任意保険等

３備品購入費 1,260,000 0 1,260,000 1,238,325 21,675 エアコン設置（生徒相談室　小会議室）
教員用ＰＣ代（基金より繰入）

４負担金補助交付金 1,500,000 0 1,500,000 892,280 607,720
美須々ケ丘セミナー負担金　アクティブ
ラーナー利用料　朝日けんさくくん利用
料　スクールガイド印刷料　

５公課費 50,000 0 50,000 33,000 17,000 マイクロバス：自動車税、重量税
５同窓会報発行費 2,700,000 0 2,700,000 2,459,856 240,144

１需用費 2,700,000 0 2,700,000 2,459,856 240,144 会報印刷・発送経費
６卒業記念費 250,000 0 250,000 218,400 31,600

１需用費 250,000 0 250,000 218,400 31,600 卒業証書ホルダー購入費
７交際費 160,000 0 160,000 37,000 123,000

１交際費 160,000 0 160,000 37,000 123,000 転退職職員餞別
２予備費 １予備費 １予備費 1,000,000 0 1,000,000 0 1,000,000

合　　　計 9,460,000 0 9,460,000 6,251,541 3,208,459

令和３年
４月 ６日（火）入学式 松本美須々ケ丘高校小体育館 縮小

学校職員歓迎会 中止
５月 15日（土）第１回三役会

ホテルニューステーション 中止
第１回理事会

６月 ８日（火）第２回三役会
美須々教育会館 中止

第２回理事会
19日（土）定期総会 アルピコプラザホテル 中止

７月 10日（土）双蝶祭豚汁サービス 松本美須々ケ丘高校校内 中止
９月 学校整備共同作業 松本美須々ケ丘高校校内 中止

第３回三役会 美須々教育会館 中止
美須々ケ丘セミナー 松本美須々ケ丘高校校内 中止

令和４年
１月 第４回三役会

美須々教育会館 中止
第３回理事会

２月 ４日（金）同窓会報第17号発行 発行
第５回双蝶会 ホテルニューステーション 延期
卒業生代議員の選出 選出

３月 ４日（金）卒業式 キッセイ文化ホール 縮小
学校職員送別会 中止

単位：円

同窓会基金	残高
Ｒ２年度末残額 Ｒ３年度増減 摘要 Ｒ３年度末残額

17,240,451
増 277 預金利息

16,280,728減 960,000 繰り出し金

収入総額　8,674,189 円　　　支出総額　6,251,541 円　　　差引残額　2,422,648 円

令和３年度　事業報告
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「スターウォーズ」

双 蝶 祭

（令和４年７月９日〜10日）

学校行事ダイジェスト

入 学 式

（令和４年４月６日）

ロッカーアートロッカーアート
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【４月11日（月）　知事賞受賞】
　本日、第３回ながの特殊詐欺撲滅川柳表彰式が校長室にて行われました。およそ、1,800の応
募総数の中から、本校２年３組藤森月希君が知事賞を見事受賞し、賞状と副賞をいただきました。
作品は「『だまされん』　思い込みが　命取り」です。藤森君の祖母がお兄さんを装った人物から
「スマホをなくした」という詐欺の電話を受け、特殊詐欺を身近に感じ、詐欺がなくなるよう応
募したとのことでした。最近のニュースによると、今では「オレオレ詐欺」に回帰している雰囲
気があり、詐欺への認知と予防の啓発が益々大事になってくるのではないかと思います。藤森君は「自分の川柳を目にして、詐欺に
あわない人が増えてほしい」と期待を込め、感想を話してくれました。なお、副賞には牛肉をいただきました。信州プレミアム牛肉
ということで霜降りのジューシーさを感じさせる豪華な景品でした。

【11月２日（水）　信州大学の講義室で体験できる　租税に関するワークショップ体験】
　13：00 ～ 16：30の時間で本校の生徒およそ50名が参加し、税務署職員・税理士の方から講演を聞いたり、税のあり方について信
大生と一緒になって話し合ったり、グループ発表をし
たりしました。
　税について改めるとても良い機会だったし、何より
大学の講義室で授業をしたことはいい刺激になったと
思います。

【６月９日（木）　芸術鑑賞】
　本校体育館にて芸術鑑賞が開催されました。今年度は学校寄席と題して落語が行われ、
多くの生徒が初めて聞く落語に耳を傾けて演者の軽妙で滑稽な話にクスクスと笑ってい
ました。落語の間にはマジックも行われ、工夫された演出が生徒を惹きつけていました。
　鑑賞を終えた後に代表生徒が「このような機会はほとんどないので来てくださって面
白い話を聞かせてくれてありがとうございました」と感謝の言葉を述べてくれました。
真打の落語家さんからもエールをいただいて、よい芸術鑑賞になりました。

【５月４日（水・祝）　ダンスパフォーマンス】
　５月４日（水・祝）松本山雅VSギラヴァンツ北九州にて、ダンスパフォーマンスを行いました。会
場のアルウィンには、今期最高観客者数の１万人が松本山雅の応援に駆けつけ、大変な熱気に包まれ

ている中でのパフォーマンスでした。新型コロナウイルスの影響で、予
定されていたイベント出場がキャンセルになったり、無観客での発表を
余儀なくされていましたが、ようやく人前で発表することができ、発表
後の部員たちはいつになく晴れやかな表情をしていました。爽やかな晴
れ空の下、素敵な思い出をつくることができました。発表の機会を与え
てくださった松本山雅の皆様、応援に駆けつけてくださった保護者の皆
様、ありがとうございました。

【快挙！合唱部】
長野県合唱大会兼第89回NHK全国学校音楽コンクール高等学校の部において銅賞を受賞！
　課題曲「無音が聴こえる」　　自由曲「44わのべにすずめ」
　コロナ禍でここ数年はマスクをつけて練習をするなど制限を受けてきました。また有観客で
の合唱が初めてだったので他校の様子や発表のイメージが沸かず難しさを感じていたようです。

　顧問の清住先生は「この結果は快挙。自然体で合唱ができたことがよかった。」部長の遠藤舞子さんは「先生がいつも通り励まし
てくれリラックスして臨むことができた。受賞の知らせを聞いたときには飛び上がるほど嬉しかった」と話してくれました。
　合唱部は普段の練習で仲間との絆を大切にしながら楽しく練習しているようです。新入部員を随時募集しているようなので、興味
があれば是非練習風景を見に行ってください！

【快挙！平林君がブラインドサッカーワールドグランプリにて銀メダル獲得！！】
　先日開催された、ブラインドサッカーワールドグランプリinフランスにて銀メダルを受賞した
平林太一君が活動報告をしてくれました。
　「日本代表のメンバーとして大会に参加できたこと、銀メダルを獲得できたことはとても嬉し
かった。」「参加に関わって多くの人に支えてもらい、感謝の気持ちでいっぱい。」と話してくれ
ました。
　校長先生から今後の抱負を聞かれると「アジアカップで優勝したい。また日本代表として戦えるように頑張りたい。」
と意気込みを語ってくれました。
　太一君の今後の活躍に目が離せません。これからも学校をあげて応援していきます。Fight！太一君！！

【10月14日（金） 2022未来へツナグ進路講座】
　本日は１・３年生は学年の日で、それぞれ進路学習をしました。１年生は
午前中に「適性診断解説会」「職業探求講演」、午後は「社会福祉」「教育・
保育」「モノづくり系工学」「健康・スポーツ」「情報工学」「土木工学」「外
国語・国際」「経営・経済」「医療」のうち一つの講座を選び模擬授業を受講
しました。進路について、しっかりと考えを深める充実した一日となりました。
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当　初　予　定 活　動　状　況
４月５日 入学式で生徒会の歓迎行事 役員による美須々ケ丘憲法の紹介

４月８日 新入生歓迎会
⇒在校生は発表者のみ参加。
　	密を避けるため新入生を教室と小体の２つに分け入れ替え制とし、小体育館
ではステージを利用した発表を行った。

４月11～13日 新入生「校歌練習」 ⇒３日間とも、密を防ぐため大体育館と小体育館の２カ所に分かれて練習
４月26日 生徒総会 放送＋電子黒板利用（パワーポイントで資料を投影）

５月31日 生徒総会（双蝶祭関係） 小体育館（３年）で行っている総会を、大体育館（２年）、各HR（１年）にオンライ
ンで配信（google	meet使用）

６月７日 春季クラスマッチ ⇒消毒･換気・応援者の制限等の感染対策を行い実施
６月９日 ミスズっ子ミーティング 中止　代替企画としてミスズっ子ランキング

７月８～ 11日 双蝶祭（一般公開含む）
第75回双蝶祭テーマ「蝶越」～枠を超え、大きく羽ばたこう～
⇒今年度も一般公開は家族に限定
SBCの番組「夢テレビ」の企画であばれるくんが来校

９月７日 正副会長選挙 ⇒	立会演説会は大体育館にて実施（１、２年集合）。３年は教室でオンライン配信
されたものを視聴

９月15、16日 秋季クラスマッチ ⇒１日に縮小し、学年ごとに分散開催
　　９/16	：３年　　10/13	：１年　　11/４：２年

10月４日 議長／審査委員選挙 ⇒立会演説会はオンラインで各教室に配信。
10月11日 校外清掃 学校周辺～女鳥羽川沿岸のゴミ拾い
10月15日 ICT	Conference（生徒会新３役他） オンライン参加（全県から９校の参加）
10月20日 ミスズっ子ミーティング 感染対策をしながら対面で実施
10月17～21日 令和４年度大雨災害義援金募金活動 生徒昇降口等にて例年通り実施

10月28日 生徒総会 大体育館に１、２年生が集まり、総会を実施。
（10/28･･ ３年生は教室にてオンライン配信を視聴）

12月13日 生徒総会（新体制による） 大体育館で実施予定

陸　　　上 新人　県大会　　男子　やり投　　３位　北信越大会出場
　　　　　　　　男子　100ｍ　　　５位　北信越大会出場

バレーボール
（男子）

中信総体：第５位　　県総体：出場
選手権中信地区大会Ｃブロック優勝　県大会出場

バレーボール
（女子） 選手権中信地区大会Ｅブロック優勝　県大会出場

卓　　　球
（男子・女子）

中信総体　男子団体　　　８位　　→県大会出場
　　　　　男子ダブルス　　　　　　県大会出場
　　　　　女子団体　　　ベスト４→県大会出場
　　　　　女子ダブルス　　　　　　県大会出場
中信新人　男子団体　　　ベスト４→県大会出場
　　　　　男子シングルス　　　　　県大会出場
　　　　　女子団体　　　ベスト４→県大会出場
　　　　　女子シングルス２名　　　県大会出場

テニス（男子）
国体予選　シングルス１名　県大会出場
中信新人　CategoryⅠ　シングルス１名県大会出場
中信新人　CategoryⅡ　シングルス準優勝　ダブルス準優勝

テニス（女子）
中信総体　団体４位　県大会出場
中信新人　団体４位　県大会出場
中信新人　CategoryⅠ　シングルス２名、ダブルス１組県大会出場

バスケットボール
（男子）

中信総体：５位　県大会出場
中信選手権大会：ベスト８

ハンドボール 男子：中信総体３位　県総体１回戦敗退　　中信新人２位
女子：中信総体２位　県総体１回戦敗退　　中信新人２位

サ ッ カ ー 中信総体：ベスト８　　県総体：初戦敗退
高円宮杯JFAU18サッカーリーグ2022長野県３部：Aグループ５位　４部：５位

野　　　球 春季北信越大会中信予選会　代表決定戦敗退
高校野球選手権長野県大会　出場

弓　　　道
（男子・女子）

中信総体　男子団体優勝および３位入賞　　県大会出場
　　　　　個人優勝および５位入賞　　　　県大会出場
　　　　　女子団体中信４位　　　　　　　県大会出場
中信新人　男子団体優勝　　　　　　　　　県大会出場
　　　　　個人優勝と５位入賞　　　　　　県大会出場
　　　　　女子団体２位と８位入賞　　　　県大会出場
　　　　　個人４位と９位入賞　　　　　　県大会出場

水　　　泳

総体　県大会　男子　個人７種目、リレー２種目に出場
　　　　　　　　　　1500m自由形８位　北信越大会出場
　　　　　　　女子　個人７種目、リレー２種目に出場
　　　　　　　　　　50ｍ自由形６位　　北信越大会出場
　　　　　　　　　　100m、200ｍバタフライ７位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信越大会出場
　　　　　　　　　　200ｍ個人メドレー７位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信越大会出場
　　　　　　　　　　４×100フリーリレー８位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信越大会出場
　　　　　　　　　　４×100メドレーリレー７位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信越大会出場
新人　県大会　男子　個人６種目に出場
　　　　　　　　　　100m自由形８位
　　　　　　　女子　個人２種目、リレー１種目に出場
　　　　　　　　　　50m自由形４位、100m自由形６位

フットサル 第９回全日本U-18フットサル選手権大会長野県大会　３位

※８月の福祉施設ボランティア、松本盲学校との交流は実施できず。

令和４年度（2022年度）運動部

吹　奏　楽 第62回 長野県吹奏楽コンクール　高等学校部門Ｂ編成　金賞
第45回 定期演奏会開催

漫 画 研 究 年２回（夏冬）の部誌発行
双蝶祭での作品展示、イラストリクエスト実施

茶　　　道 文化祭でのお手前披露

Ｆ　Ｍ　Ｃ
（フリー
ミュージック
クラブ）

第17回長野県高校軽音楽系クラブ合同演奏会中南信大会３バンド出場
（１バンド県審査員賞受賞）

第17回長野県高校軽音楽系クラブ合同演奏会県大会１バンド出場
第18回長野県高校軽音楽専門部県フェスティバル２バンド出場

（１バンド県審査員賞受賞）

被　　　服 双蝶祭ファッションショー
安原地区文化祭での展示発表

放　　　送
第69回NHK杯全国高校放送コンテスト長野大会
テレビドラマ部門　優秀賞
アナウンス部門　　優秀賞

ダ　ン　ス

県総文祭　第17回ダンスフェスティバル出演予定（12月）
双蝶祭　ステージ発表
松本山雅　北九州戦パフォーマンス
まつもと街なか大道芸＆ジャズフェスティバル　パフォーマンス

令和４年度（2022年度）文化部

クラブ活動実績表クラブ活動実績表
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　私は生徒会長として一年間活動していましたが、生徒会長としての責任は重く、逃げ出した

いときも多くありました。そんな時支えとなったのが、いつも明るい仲間と優しい先生方でし

た。大変なことも多くありましたが、多くのことを学べた生徒会でした。学んだことの一つで

ある人前での話し方は、大学の授業やサークルなど多くの場面で役に立っています。大学では

美須々で支えてくださった先生方のような教師になれるよう、多くのことを学んでいきたいと

思います。

　私は高校3年の夏までダンス部として活動しており、あまり勉強していませんでした。進路を

決定したのも8月、本気で勉強に取り組んだのは9月からでした。塾の先生には合格する確率は

3割も無いと言われましたが、それでも頑張れたのは学校の友達、そして最後まで私に、「大丈

夫、まだ頑張れば間に合う！」と声をかけ続けて下さった担任の先生のおかげです。本当に感謝

してもしきれません。大学では、英語、経済の分野の学びに力を入れ、グローバル化する社会に

適応できるようなスキルを身につけたいと思っています。

　私は双蝶祭や部活動などを通じて楽しく充実した学校生活を送ることができた反面、やりたい

ことが見つからず悩んでいた時期もありました。進路学習や総合的な探究の時間などの進路と

向き合う機会を多くつくっていただき、自分のやりたいことを見つけることができました。

今では仕事にも少しずつ慣れてきてやりがいのある日々を送っています。社会人として働く

ことは勇気がいることでしたが、背中を押してくださった先生方には感謝しています。
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事務局
�だより

総会の他に学年やクラスで
懇親会を開催されているこ
とと思います。その時の写
真やコメントをデーターに
て事務局にお寄せいただけ
れば、同窓会ホームページ
に掲載し、活動の様子を紹
介させていただきます。

美須々教育会館（同窓会館）
をご利用ください。

ご利用希望の方はご連絡ください。
学校	TEL	0263（33）3690

　

コ
ロ
ナ
禍
４
年
目
の
年
が
明
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
定
期
総
会
は
開
催
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
感
染
者
数
が
減
っ
て
き
た
時
期
に
拡

大
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。お
互
い
の
表
情

を
見
て
声
を
聞
い
て
の
交
流
で
、
会
話
が
弾
み

話
題
が
拡
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。現
在
は
、行
動

制
限
が
無
く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活

動
も
自
由
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
々
発
表
さ
れ

る
感
染
者
数
は
、増
え
る
一
方
で
す
。マ
ス
ク
、

手
洗
い
、
消
毒
の
予
防
対
策
を
怠
る
こ
と
な
く

過
ご
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。

　

同
窓
会
と
し
て
の
活
動
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

が
、高
校
生
た
ち
は
、制
限
を
受
け
つ
つ
も
様
々

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。紙
面
で
は
一
部
し
か

紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
挑
戦
す
る
若

者
た
ち
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
き
元
気
を
貰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
こ
そ
、
同
窓
会
活
動
に
て
皆
様
と
お

目
に
掛
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

	

（
事
務
局
）

本校創立100周年記念誌
「美須々のこころ」（校歌CD付）
	 １冊　５，０００円
会員名簿（Ｈ29年版）
	 １冊　４，７００円

ご購入希望の方は事務局
までご連絡ください。
TEL	0263（33）2560

◀	

令
和
４
年
10
月
20
日　

市
民
タ
イ
ム
ス
掲
載
記
事
よ
り

◀	

令
和
４
年
11
月
15
日　

市
民
タ
イ
ム
ス
掲
載
記
事
よ
り

県外在住の皆様 ふるさと信州寄付金により母校の支援ができます！ふるさと信州寄付金により母校の支援ができます！
～「ふるさと信州寄付金」の制度を利用して
	 母校の教育環境充実にご協力を	～

☆　	お寄せいただいた寄付金は、ふるさと納税制
度による税制上の優遇措置が適用されます。

☆　	１万円以上の寄付をされた場合、信州ブラン
ド品が贈呈されます。

①　	「寄付申出書」にご記入の上、記載の送付先へお送りください。
②　	“ふるさと納税ポータルサイト「さとふる」、「ふるさとチョイ
ス」”から、インターネットによる申し込みもできます。

★　	いずれの場合も、「寄付金の活用を希望する長野県の取り組み」の選択肢
から、６番「その他の希望」を選び、カッコ内に【松本美須々ケ丘高校の教
育環境の充実】とご記入ください。

★　	上記により、お寄せいただいた寄付金は県から母校へ予算配当され、学校
設備等の充実のために活用されます。

寄付の
方法は？

編

集

後

記


